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コミュニティ・サロンにおける世代間交流の実施による
地域活性化の試み
杉本　豊和・森山　千賀子
　本研究の目的は，コミュニティ・サロンの運営
に参画することを通して，サロン運営の問題点や
課題を抽出し，サロン運営・世代間交流の実際を
通じての地域活性化について検討することであ
る。
　コミュニティ・サロン「ほっとスペースさつき」
（以下，さつき）は，2013 年２月 28 日，鷹の台
駅から歩いて５分の鷹の街道に面したアパートの
一室で開設された。地域の居場所づくりに関して
は，従前よりその必要性が地域住民から強調され
ていたが，白梅学園大学（以下，本学）が「顔の
見える地域ネットワーク」づくりに着手したこと
をきっかけに，地域の関係者が集まれる場が誕生
した。その過程を経て改めて居場所づくりが検討
され，一昨年より地域住民を中心に大学関係者も
協力しながら，開設に向けての具体的な話し合い
が行われてきた。幸いにも，地域のアパートの大
家さんの協力を得，無償で場所の確保ができ，バ
ザーや支援協力金を募りながら，2013 年度は週
２回（火・木，10 時～ 16 時），100 回以上のサ
ロン運営を行ってきた。
　さつきでは，運営会議を毎月 1 回開催し，各月
の経過報告，事業報告，成果と課題等について確
認してきた。1 年間のサロン運営の実際から見え
てきた事柄には，以下のようなものがある。
①心の病，重荷を抱えた人，認知症の人とその家
族などの利用が思った以上に多く，来訪を重ね
るうちに，それぞれの方の表情が穏やかにな
り，会話も弾むようになっている。
② 50 歳ぐらいを過ぎて小平に越してきた人は人
とのつながりが薄い傾向にあり，掲載された新
聞記事をみて来訪された方々にとっても居場所
になっている。
③毎週のように来訪していた方が来ないことが，
来訪者名簿でわかり連絡した。幸い何事もな
かったが，きめ細やかな心遣いの必要性が共有
された。
④ 90 歳を過ぎた一人暮らしの方の来訪もあり，
戦争体験や 50 年前の小平周辺の話など，学生・
成年の学びの場，世代間交流の場にもなってい
る。
⑤お昼前にお弁当を持参する方も多く，お昼をみ
んなで食べることが楽しいという声も聞けてい
る。また，スタッフ同士の交流や癒しの場にも
なり，それが，場の雰囲気をさらに和やかにし
ている。
環境づくりについては，
⑥初めての方は，「入口から一歩中に入るのに勇
気がいる」。積極的な声掛けが必要であること
に気づけることができた。
⑦学生から，祖母や祖父の家みたい。サザエさん
をイメージした少し古いイメージが，ホットで
きるスペースとして効果を作り出している。
⑧世代間交流の場としては，子どもには危険な箇
所があるなどの指摘を地域の子育て支援のグ
ループなどから受け，地域の他の団体や個人の
方とも一緒に学び合う機会を持つことができ
た。などである。
　また，70 名以上の地域の方々から支援協力金
を頂き，その一部は誰もが安心して安全に過ごせ
るための環境づくりのために活用させて頂き，さ
らに，半年の間で７件の新聞や雑誌等からの取
報
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材，鈴木公民館や津田町公民館等での講演・報告
の機会も得ることができ，新聞の記事を通して地
域の方との新たなつながりも始まった。加えて，
5 月 26 日（日）及び 11 月 24 日（日）のさつき
の場でのミニバザーが行われ，地域住民，近隣の
小学校の PTA，民生児童委員の方々にも，さつ
きの存在を知っていただく契機になった。
　さらに７月には，公益財団法人草の根育成財団
（平成 25 年度草の根事業育成財団助成 2013 年
８月～ 2014 年３月）による助成事業の協力が得
られ，地域の居場所づくりのための学習会を，白
梅学園大学を会場にして 3 回に分けて開催するこ
とができた。各回のテーマは，第 1 回目は「世代
間交流や高齢者・子どもの居場所づくり」（９月
13 日），第２回目は「発達障害・精神障害につい
て」（11 月 8 日），そして第３回目は「居心地の
良い居場所づくり」（2014年2月21日）であった。
各回の内容も充実したものであり，その場で出
会った方々との交流の輪も広がったと思われる。
　年度内に達成できなかった点は，サロン開設の
効果・改善点等についてのアンケート調査の実施
である。調査票は年度内に作成済みであるため，
2014 年４月～５月期に来訪者及びスタッフを対
象に実施予定である。その点については次年度の
課題として，分析・整理を進めて行く。
　コミュニティ・サロンづくりは，孤立しがち
な高齢者とその家族，外出が困難な障害のある
人々，子育てに不安や悩みを抱える父母とその子
ども，自宅でひきこもりがちな人などが，気軽に
集い交流することのできる地域の居場所づくりで
ある。この 1 年間に，本学の周辺地域に，新たに
２か所（あっとホーム「はぎ」，ほっとスペース
きよか）の地域の居場所が誕生した。これらの地
域の居場所とも連動しながら地域住民と学生もつ
ながり，運営を継続することを通して地域課題を
掘り起し，整理して行くことが次年度に向けての
課題である。
地域包括ケアシステムの現状と課題
久田　はづき
　今回の研究報告では，「家で死ぬ」を基本理念
とし，地域に根差した包括的支援を目指してい
る，埼玉県春日部市の「介護老人保健施設　しょ
うわ」の取り組みについて紹介したい。介護老人
保健施設しょうわは，埼玉県南部の春日部市に
1998 年 7 月に開設されている。在宅介護支援に
重点を置き，尊厳を持った介護の提供に力を入れ
ており，平成 25 年の在宅復帰率は，約 71.5％と
高い水準を保っている。施設の行動目標として，
これまでの介護現場の常識を否定し，介護を受け
る方の常識でものを考える「非常識な介護」，生
活のすべてをリハビリととらえた「24 時間 365
日がリハビリ」，みんなが笑顔で後悔なく最後を
迎えられるように支援する「みんな笑顔で暮らし
たい」が挙げられている。今回は，地域包括ケア
の拠点として高い在宅復帰率や在宅復帰後の在宅
介護を支えるしょうわでの特徴的なとりくみにつ
いて紹介させていただきたい。
　まず，活動プログラムについて紹介したい。しょ
うわでは日中のプログラムが大変多く，お茶，ピ
アノ演奏，太極拳，論語と中国茶，パン作り・お
料理会，手芸，華道，木工芸，美容，整体など，日々
10 ～ 20 種類のプログラムが提供されていた。正
面玄関に当日のプログラムが掲示されており，利
用者自身がそれを見て，参加したいプログラムへ
好きな時に参加できるようになっている。多彩な
報
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